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２０２５年度　メリー★ポピンズ 成増ルーム　事業報告書 

（保育所における自己評価） 
 

 

 

１．２０２５年度の概要　～年度の基本方針を受けて～ 
 

理念 「にんげん力。育てます。」 

子育て目標 「センス・オブ・ワンダー」「人対人コミュニケーション」  

 

私たちが育てている６つの力 

① けがをしない強い体を育てる（裸足保育・座禅・雑巾がけ等）  

② 自分でできることを自分でする（畑仕事・縁側給食等）  

③ 全ての人との関りから判断・行動に身につける（青空保育・商店街ツアー等） ④ 活動を選択し自分で考え

て行動する（火と関わる・水と関わる等）  

⑤ 生死をする 食の循環を知る（生死教育・食材と食の循環を知る等）  

⑥ 感じたこと・考えたことを表現する（言葉を表現する・描く・つくる等）  

 

法人の理念・目標に基づき保護者・地域・保育園が相互に関わりながら成増ルームを知ってもら う場を作り

地域の方々と共に保育を行った。 

地域に選ばれる園として、園見学への訪問が多く、どろんこ祭りをはじめ、地域の方の来訪があり賑やかに

行う事ができた。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい 計画・ねらい 子どもが生活力を体得できる環境を作る 

実践結果 

道具の扱い方・遊び・歌をうたうこと等を保育者が常にやって見せる環境 を作

る。生きる力（感情制御力・人と関わる力）を育むために、保育者の 見守りのも

と様々な経験と失敗を体験する場をもつ。  

次年度方向性 
物的環境を丁寧に考え、子ども自ら遊びを見つけられるよう、成長にあった玩

具を選び正しく設置していく 

2 

計画・ねらい 保育所保育指針にて育むように定められた10の姿を体得できる環境を作る 

実践結果 
まず職員が10の姿について語れる知識を付け、子どもたちの共同性・社会 性・

規範意識の芽生えを大切にし園全体で共有する。 

次年度方向性 
10の姿の項目を一つ一つ丁寧に学び直す。理解した内容を丁寧に保育へ取り

入れていく。 

3 

計画・ねらい 
保護者の心に入り込んだ接遇・保護者がいつ見ても気持ちが良い施設を目 指

す 

実践結果 
清掃を自分事として捉え、身の回りのゴミを進んで拾う等の自主的に動く職員

集団を目指す。 

 



202511版 

次年度方向性 
使用したら、元に戻す。ゴミを見かけたら直ぐ拾う等全スタッフが美観意識を更

に高めていく。 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい 園と家庭共育てを行う 

実践結果 

子どもを真ん中に、保育者と保護者が手を取り合い支え一緒に子育てを行う。

子どもに楽しいと思う体験、愛されている実感を感じ取れる環境を協力して作り

上げる。 

次年度方向性 
子どもに楽しいと思う体験だけではなく、コミュニケーションやスキンシップを多

くとっていく。 

2 

計画・ねらい 自園の強み・特徴を生かした園や子どもの姿の記録と公開 

実践結果 
アプリのタイムラインで保育を伝えポートフォリオで子どもの心情・意欲・態度を

伝えていく。SNSでの保育の見える化を図る。  

次年度方向性 SNSの活用が掛けていた為更に力を入れていく 

3 

計画・ねらい 一人ひとりにあった離乳食を提供する。 

実践結果 
家庭との連絡を密に行い、発達に応じて適宜見極める。嚥下と咀嚼につい て

理解を深め、個々に応じて離乳食を進めていくアドバイスを行う。  

次年度方向性 
子育て支援の中での取り組みへ力を入れ離乳食の進み方の講習やアドバイス

を行っていく 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 地域の子どもに遊ぶ場を提供し保護者同士の交流の場所となる  

実践結果 
子育てサロン・青空保育・見学を通して子育ての悩みを受けながら地域に根付

く関係を構築する。 

次年度方向性 
遊ぶ場を提供しているのみで情報発信が少ないため、外装面に掲示すること

やSNSにて情報をあげていく。 

2 

計画・ねらい シニア交流・職場体験等の異世代交流を行い開かれた保育園を目指す 

実践結果 
地域での様々な人対人のコミュニケーションを通し身近な存在になり、園 を

知ってもらう。 

次年度方向性 
近隣の交流も大切にしつつ規模を広げショートステイの場での交流を行い昔の

遊びや昔の歌に触れていく。 
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（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい 保育者の主体性を培う 

実践結果 
自ら学ぼうとする意欲の元、その学びを園に展開し園スタッフ全体が向上して

いく集団を目指す。 

次年度方向性 
学んだ内容を月一回必ず全スタッフが共有する場を設ける　一つの学びを広げ

ていく。 

2 

計画・ねらい 子どもの人権を理解する 

実践結果 
園内研修にて学びを深め、現状の子どもたちとの関わりについて振り返る機会

を設ける。人的環境の重要性を意識する保育を展開する。 

次年度方向性 
子どもの人権とは何かを改めて学び直し、スタッフが理解した上、意識し保育を

行えるようにする。 

3 

計画・ねらい 大人のにんげん力UP 

実践結果 
チームを感じてもらうべく各々の得意とする項目を意識し保育にあたる。 またそ

れを全職員が受け止め、年間を通してみんなで補いあえる関係性 を目指す。  

次年度方向性 
相手への思いやりの気持ちを第一に考え、一人一人が丁寧な関わりを意識す

る。 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 五感で畑を体験する 

実践結果 
種まき・水やり・収穫を通し野菜への興味を培う。土に触れ免疫を獲得し 菌に

強い体を育てる。  

次年度方向性 
収穫までの時間が順調にあった為、次年度に向け成長段階での仕組みを更に

学び計画通りに行い育てた野菜で食育へ繋げていく。 

2 

計画・ねらい 野菜の下処理を日常的に行い野菜に触れる 

実践結果 
当日の昼食に使う野菜に触れ、野菜の名前の興味を育み、下処理（皮むき な

ど）を行う。 

次年度方向性 
時間を決め日常的に野菜に触れられるようにしていく。触れるだけではなく、名

前やどんな料理に使われるのか学びに繋げる。 

 

 

（６）選ばれる園をつくる 

1 

計画・ねらい 認証保育所として地域の待機児童解消に努める 

実践結果 

戸外活動時の地域子育て家庭への言葉掛けを通し、保護者、地域、自治体 の

方から愛されるよう各々ができる限りの働きかけを自発的に行う。ま た、定員

に空き枠が出た際にはすぐに掲示し待機児童を入園に導く。 

次年度方向性 地域の方との関りをさらに持てるよう、SNSを活用し情報発信に力を入れる。 
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2 

計画・ねらい 来訪者にとって気持ち良い対応を心掛ける 

実践結果 
自分が来訪者になったケースを考え、どう対応されたら嬉しいかをイメージを実

践し美観に努める。  

次年度方向性 
美観を意識し室内を整えた為、足を向けてもらえるよう外装も保育園らしくして

いく。 

3 

計画・ねらい スタッフがやりがいを持ち働きやすい園になる  

実践結果 
スタッフ一人ひとりのやりがいに寄り添い心を開きあえる関係性を目指 す。お

互いの良いところを認め合い、心理的安全性を担保する。 

次年度方向性 
主体的な学びや積極的な丁寧な保育に力を入れ、全スタッフが一年を終えて

成長とやりがいを感じられる組織を目指す。 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）児童利用状況 

月極利用児童受託状況（延べ人数） 

 0歳児 1歳児 2歳児 合計 

年度前半：

4～9月 
6名 13名 11名 30名 

年度後半：

10～3月 
6名 13名 11名 30名 

 

延長保育利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用 

総人数 
49名 61名 52名 50名 45名 44名 27名 26名 26名 27名 15名 15名 437名 

うち 

0歳児 
0名 0名 14名 17名 24名 17名 19名 15名 11名 14名 23名 23名 177名 

 

一時保育利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用 

総人数 
0名 0名 0名 0名 1名 0名 0名 0名 0名 0名 1名 0名 2名 

うち 

0歳児 
0名 0名 0名 0名 1名 0名 0名 0名 0名 0名 1名 0名 2名 
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（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 

 

 

（３）スタッフ構成　（３月１日時点） 

常勤  保育士 8名  栄養士 1名 

パート  保育士 2名  子育て支援員 1名 

 

 

 

３．運営報告 
 

（１）施設内会議 

会議名 実施回数 会議内容 

園会議 

月1回 

※2,3月は

策定会議に

て実施 

・コンピテンシー 

・保育の質向上に関わる勉強会 

・園長大学、保育士大学視聴 

給食運営会議 月1回 残渣結果や食事の様子の共有 

事故防止委員会 月1回 インシデント、ヒヤリハットの共有 

ケース会議 月1回 気になる子どもの様子を共有次月報告相談 

担任会議 週1回 行事確認や書類等の進捗状況共有 

 

 

（２）出席した施設外会議（Web参加含む） 

会議名 実施回数 参加スタッフ 

施設長会議 月1回 施設長 

施設長勉強会 月1回 施設長 

食育会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長、調理スタッフ 

保健会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長 

子育ての質を上げる会議 月1回 保育士 
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（３）係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

衛生管理係 施設衛生管理、衛生自主点検の実施 

安全対策係 安全点検の実施 

防火管理者 避難訓練防災計画作成と実施 

食品衛生管理係 衛生点検実施、食品の衛生品質管理の実施 

畑係 種や苗、肥料等の発注や畑整備 

生き物係 餌やりや餌の交換、飼育ケースの清掃 

 

 

（４）行事係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

どろんこ祭り係 

当日までの計画、準備当日の進行等の活動を行った。園周辺の店舗

にはチラシを配布し貼り付けも可能な店舗もあった。当日は在園児や

通りすがりの地域の方や園見学に来ていただいた方の参加も含め大

勢の参加があった。食品やゲーム、制作を行い、園内はとても盛り上

がっていた。 

 

 

 

４．保育支援 
 

（１）保育･保育参加･保護者面談および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望へ

の対応 

保育 

・園児の成長段階の確認 

・離乳食の未食確認 

・職員間のコミュニケーション 

保育参加 
4～3月まで　合計3名　が参加済み　　（3月1日時点） 

・子どもたちの生活や保育者の関り等を知る良い機会となっている。 

保護者面談お

よび発達相談 

4～3月まで　合計1名　が参加済み　　（3月1日時点） 

・発育や個性についての相談。園での様子と家庭での様子を互いに伝えあった。 

運営委員会 

運営委員会を 

6月13日/11月14日にメリー★ポピンズ 成増ルームを会場にて実施し、参加した保護者

3名/2名 

詳細は議事録に記載　 
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（２）計画した年間行事の振返り 

　・別紙「２０２５年度 年間スケジュール」に掲載 

　・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育に関する実践結果 

1 

計画・ねらい 子どもの食欲と意欲を育てる 

実践結果 

十分な遊びから自然とお腹が空く子、意欲的に食べる子が増えるよう生活 の

中で保育者、栄養士と食事作りや準備に関わり、子どもの食への関心を 広げ

る。  

次年度方向性 
意欲的に食べる子どもが増え、自ら手を洗い配膳を進んで行う姿が見られた。

子どもの食への関心を広げられた。 

2 

計画・ねらい 給食残渣の削減を計画し、振り返る  

実践結果 
子どもが自分たちで盛り付け、配膳して食べる事を基本として、自分の食べら

れる量を調節していく。 

次年度方向性 
毎月園会議で行う給食会議内にて、給食残渣量を共有していた。減少している

数値となった。次年度も同様に取り組みを行う。 

3 

計画・ねらい 実体験を通して食や食の循環について興味関心を持つ 

実践結果 

畑活動から作物が育つことのうれしさや喜びを感じられるようにする。加 工食

品（梅干し・味噌・たくあん・干し柿など）を作り給食やおやつで実際食べてみ

る。 

次年度方向性 
畑活動で収穫した野菜を使用し昼食やおやつ、食育での行事に食材をしようし

た。味噌作りも順調に行う事ができ、五平餅やみそ汁に使用する事ができた。 

 

 

（４）保健に関する実施結果 

実施項目 詳細 

園児健康診断 6月18日／11月26日に実施 

保健だより 毎月25日におたより配信を実施 

スタッフ健康診断 年1回実施 

スタッフ検便 毎月1回（全スタッフ対象） 

流行した感染症 
① 4月にインフルエンザA、園児4名・スタッフ4名蔓延 

② 2月にインフルエンザB、園児2名・スタッフ4名蔓延感染報告有り。 

エピペン®使用できるスタッフ

の状況 
本日時点で、在籍スタッフ10名のうち、8名が使用可能 
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AED使用できるスタッフの状

況（AED設置施設のみ） 

・11月8日に板橋仲町どろんこ保育園を会場にて普通救命講習の研修を

計2名が新たに受講し習得済み 

・本日時点で、在籍スタッフ9名のうち、5名が使用可能 

その他保健に関する取組 
新型コロナウイルスおよび他ウイルス感染予防のため、手洗い指導を

行った。また消毒・換気を徹底した。 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
6･12月の25日に実施済み 

避難消火訓練 毎月1回／15日に計12回実施済み 

不審者侵入訓練 6･12月の25日に実施済み 

情報セキュリティチェック 5月･11月に実施済み 

誤飲・誤嚥防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日実施⇒実施していない日　0日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日実施⇒実施していない日　0日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日に計12回実施済み 

個人衛生点検簿／毎日 毎日実施⇒実施していない日　0日 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認

／保険証期限確認 

年2回／4･10月　 

⇒4月28日、10月27日に実施済み 

身長体重測定 毎月1回／20日　実施済み 

児童健康診断 内科健診　各年2回／6月18日、11月26日 

運営管理 

児童・保護者の人権に関する

チェック 

年2回／4･10月の園会議時　 

⇒4月18日、10月17日に実施済み 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間　実施済み 

利用者アンケート調査 8月25日～9月5日に実施済み 
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（６）実施した環境整備の状況 

1 

計画・ねらい 自ら経験を選び取ることができる物的環境の設定 

実践結果 
保育者が一定の距離を取り見守る“もの”を常設することでトラブルを 経験し折

り合いをつける力が育まれていくのを目指す。  

次年度方向性 
日々の保育の中では子ども達からの創造と共に物的環境が日々変わってい

た。環境を整えながら、言葉でのやり取りをし言葉の力を伸ばしていく。 

2 

計画・ねらい 安全な環境で遊べるべく十分な点検を行う 

実践結果 
毎日の清掃作業の際に点検を行います。破損場所、修繕を要する場所の確認 

を細やかに行う。 

次年度方向性 
毎日点検することで危機管理をしっかりしていた。毎日使う施設をより大切に使

用していく。 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検結果 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検実施時期 点検結果 

1 ままごと台 室内 毎日 異常なし 

 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 
 

1 実践結果 
消防計画に基づき、自衛消防隊を編成し防災訓練を行う。 ・定期的に火 災・地

震発生時のマニュアルの読み合わせを行い、避難方法 の確認を行 う。  

2 実践結果 安全計画に基づき事故防止チェック、設備点検チェックの実施。  

3 実践結果 
ヒヤリハット・インシデントの検証を行い、再発防止に努め、その都度保 育の見

直しを行う。 

4 実践結果 
年2回の不審者侵入訓練の実施。あらゆる場合を想定し、職員で連携し 対応で

きるようにする 

5 実践結果 
光化学スモッグが発生しやすい気象条件・注意喚起を把握し、発生時に迅速な

対応をする。  

6 実践結果 
年4回(4月・7月・11月・1月)見直しをする。危険箇所や道路状況の変更 をその

都度見直しを実施する。 
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６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度の振返り 

夏休み期間中のみではあったが、中高生の受け入れを行い、職場体験の中で子どもと遊ぶ楽しさから養護と

教育の実体験を提供した。地域と繋がれるよう、受け入れを行っている情報をより多く表に出していく。 

 

 

（２）実習生の受入 

実習生受け入れなし 

 

 

（３）中高生の受入 

日程 学校名 人数 

8月15日 私立北海道芸術高等学校 1名 

8月15日 東京家政学院高校 1名 

1月5日 赤塚第二中学校 2名 

 

 

 

７．スタッフ研修 
 

（１）園内研修の開催 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

コンピテンシー

自己採点 

18日 

10名 

16日 

10名 

26日 

9名 

25日 

9名 

15日 

10名 

19日 

9名 

17日 

9名 

21日 

9名 

19日 

10名 

23日 

9名 

13日 

10名 

17日 

10名 

 

 

（２）外部研修への出席 

外部研修への出席なし 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修 

（子育ての質を上げる

会議） 

16日 

1名 

21日 

1名 

25日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

17日 

1名 

15日 

1名 

19日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

18日 

1名 

施設長勉強会 
17日 

1名 

22日 

1名 

26日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

18日 

1名 

22日 

1名 

19日 

1名 

19日 

1名 
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全社員研修 11～12月までの間に動画視聴にて研修を実施（全スタッフ対象） 

ﾃﾞﾝﾏｰｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 該当なし 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を施

設長が所定様式を使用して個々に伝えた。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をした。 

 

 

 

８．地域交流 
 

（１）今年度方針・テーマの振り返り 

幅広い世代のより多くの人々と関り合うことが健全な育成の観点から重要であることを踏まえて、地域交流計

画に基づき、商店街ツアーを通して戸外活動時には地域の方から言葉を掛けていただく事が多く見られた。

園児からも積極的に言葉を掛け会話をする姿や挨拶をするようになった。温かい支援に対する感謝の気持ち

をしっかり伝えることを心掛け続けていく。 

 

 

（２）実施した地域交流 

活動行事 内容 

どろんこ祭り 年1回　　　参加述べ人数：50名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：成増児童遊園にて　　参加延べ人数：0名 

商店街ツアー 
週1回　主な行き先：成増駅、志村消防署成増出張所、高島平警察署成増駅

前交番、スキップ村、板橋成増郵便局等 

世代間交流 
7月25日にメリー★ポピンズ成増ルーム会場にて弥生小学校2年生と交流を

実施　 

異年齢交流 毎月1回　シンシアの高齢者と交流会を実施 

 

 

 

９．小学校との子ども間交流・職員間交流 
 

実施無し 
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１０．要支援児 
 

（１）個別支援計画の作成・見直しの状況 

今年度、対象園児なし 

 

 

 

１１．子育て支援事業 
 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

実績数 0 0 0 0 14 0 0 0 0        0 0 0 14 

 

実施項目 詳細 

施設開放 （月）～（土）9:30～16:30　にて実施　来園延べ人数：0名 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　　　⇒計0件相談実施済み 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00　にて実施 

ちきんえっぐ

だより 
毎月1日発行 

青空保育 

月1回　　　公園名：成増児童遊園にて　以下日程にて実施 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

福祉総合評価機構に依頼して受審済み 

アンケート配布日：８月２５日 

アンケート回答率（スタッフ）…１００％／アンケート回答率（保護者）…７８．６％　　 

経営者ヒアリング・施設長ヒアリング・園審査：９月２４日に実施 

 

（省察） 

職員からの回答率は１００%に達したが、回答への促しを行ったが保護者からの回答が１００％に達しなかっ

た。 

回答の中には特に良いと思う点をあげていただいている言葉の中で体力への面や成長への姿に対し文面を

頂いているのでその言葉を大切にし普段の保育からより丁寧な保育を心がけていく。 
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（２）園による自己評価の実施 

２０２６年１月２３日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施済み。 

自己評価開始時刻：１３時００分 

自己評価終了時刻：１４時００分 

自己評価実施者：施設長、当日勤務スタッフ 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

第三者評価と同時期に実施、内容も第三者評価と準ずる 

 

 

 

１３．苦情解決・ケガのうち報告すべき事項 
 

ご意見ご提案デスク（ＨＰ・メール・電話）、口頭・書面・連絡帳・ご意見ご提案ボックスによって寄せられた全て

の意見・要望・苦情について、原則、「苦情対応体制」に従い、法人として解決を図る。以下、報告すべきご意

見・ケガに関しては次の通りとなる。 

 

（１）報告すべきご意見 

報告すべきご意見　０件 

 

 

（２）報告すべきケガ（事故含む） 

「報告すべきケガ（事故含む）　０件」 

 

 

 

※なお、報告書内の３月度の数値結果に関しては、すべて見込みの数値となっている。 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　作成者：メリー★ポピンズ 成増ルーム 施設長　山中　智絵 
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